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土筆がのびて　河原にも春が来た

信じない者にならないで
　今年のイースターは、４月２０日です。
今からおよそ２０００年前、イエス・キリ
ストは十字架にかかって死なれ、３日目に
墓の中から復活されました。キリストが復
活されたとき、弟子たちはなかなか信じま
せんでした。しかし、戸を閉め切って震えて
いた彼らの所に、復活されたキリストが立
たれると、彼らは大きな喜びに満たされま
した。キリストの復活を信じたからです。
　ところが、ちょうどそこには、弟子の一人、
トマスが居合わせませんでした。彼は、喜ん
でいる他の弟子たちに向かって、自分の指
をキリストの手の釘あとに差し入れ、自分
の手をキリストの脇腹の傷あとに差し入れ
てみるまでは絶対に信じない、と言いまし
た。
　そんな彼にも、キリストは現れなさいま
した。復活のキリストは、トマスに、指を釘
あとに入れてみなさい、手を脇腹に入れて
みなさい、と言われました。すると彼は、そ

うするまでもなく、その場にひれ伏し、キリ
ストの復活を信じました。そのとき、キリス
トは静かに「信じない者にならないで、信
じる者になりなさい」( ヨハネの福音書
２０章２７節）と言われました。
　信じない者になるのは簡単です。多くの
人が信じない者になっています。心から信
じる者は、ほんの一握りしかいません。
　私たちは、どこまでも純粋に、単純に、
まっすぐに信じる者になりたいですね。
まず、キリストが私たちの罪のために十字
架で死んでくださったことを信じましょう。
そうすれば、私たちのすべての罪は赦され
て、喜びと平安を持つことができます。さら
に、キリストが死の中から復活されたこと
を信じましょう。そうすれば、私たちに死に
勝つ力が与えられます。
　すべては単純に信じることから始まりま
す。信じない者にならないで、信じる者に
なりましょう。

　毎年イースターが巡ってくる度に、思い出す一人
の女性、それは７年前、イースターの朝、天国に
帰っていった私の友のこと。
　病室に見舞った時、話したことは彼女の祈り
であった。日曜日の礼拝に出られないこの人は、
末期癌の苦しみのなかでも教会の方々の顔を
思い浮かべ、神様の祝福をお祈りしたと。
　彼女は神様を信じて救われ、生涯が変えられ
た人であった。
　いつも周りの人たちを愛して祈っていた。死を
間近にしても、不安の顔は見えず、天国への望み
がはっきりしていた。残していく地上の事はす
べて神に委ねて穏やかに過ごしていた。その輝く
姿は今も忘れない。
　今年もイースターの朝を迎えようとしている
このとき、聖書に書いてある天国の約束は、確
実な再会の喜びとなっている。

　今年のイースターは４月
２０日です。「今年の」と言
うのは、昔の教会会議で、
春分の日の後にめぐってく
る満月の次の日曜日をイー
スターと定められたため、
イースターは年によって移
動するからです。
　イースターは、十字架にか
かって死なれたイエス・キリストが、３日目に墓の中から
復活されたことを記念する日です。クリスマスほど一般的
に知られていないイースターですが、この日がなければキ
リスト教は存在しなかったと言うことができるほど、大切な
日です。なぜなら、よみがえられたキリストは、今も聖霊と
して生きておられ、信じる者の内に、また教会の中に働い
ておられるからです。
　教会では、イースターの前後の日曜日に、召天者を覚
えての礼拝と、猪名川霊園での墓前礼拝を行います。そし
て、先に亡くなられた方 を々偲び、天国に希望をつなぐひ
と時を持ちます。今年は４月２７日がその日です。ぜひ一
度ご出席になってみてください。
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見学・体験利用受付中！
まずはお電話を！！

“今年”の
　　イースター

1997年　相愛大学音楽学部ピアノ科首席卒業、東京読売新人
演奏会、関西新人演奏会出演　2000年　ポーランド ワルシャワ 
ショパンアカデミー研究科最優秀卒業　在学中より国でコンサー
ト活動、オーケストラとの競演、国際内外ポーランド プシェミシル 
アルトゥール　マラフスキー音楽院の教諭を務める　ラジオ、テレ
ビ、雑誌、新聞など、多数出演

イースターの思い出

教会のお墓

メンデルスゾーン、ショパン、リスト、メトネルの曲を
中心にお届けします。
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春・イースターの季節　
　　　　あなたにその喜びを

教会の春・夏・秋・冬　  ・・・イースター（復活祭）



　　　　　　「ラッパ水仙」

三寒四温という　春を待ちわびる日々
季節の巡りを　ひたすら待っていた　この頃
ラッパ水仙が　鮮やかな黄色を纏って　咲き始めた

その姿は　凛として美しく
高らかに　讃えの歌を　奏でているようだった
黄色の布を　身につけて
のびやかに踊り出す　妖精のようだった

冬から春に向かう人々の　心を励まし
生きる希望に　乗り出させようと
春の訪れを告げ知らせる　花々のひとつ
花もそれぞれに　使命を抱いて
芽ぐみ　花咲き　咲きつづけ　そして散るのだ
春は　楽しい
春の喜びを　充分満喫しよう

そして　明日からの日々に　漕ぎ出して行く

 
わたしは　背く彼らをいやし
喜んで　彼らを愛する
まことに　わたしの怒りは　彼らを離れ去った
露のように　わたしは　イスラエルに臨み
彼らはゆりのように　花咲き
レバノンの杉のように　根を張る
その若枝は　広がり
オリーブのように　美しく
レバノンの杉のように　香る
　　　　　　　　 　　　 　　　 　　 (聖書)


